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10 月

遊

昔

寒

氷

島

歯

放

庭

終

君

者

主

命

対

開

平

炭

等

係

整

定

畑

銀

反

勝

負実

深

重

岸

薬

酒

州

配

礼

羊

横

悲

速

助進

代

路

駅

港

運

始

問

昭

和

打

客

品

着

向

決

都

申

屋

送服

暑

幸

苦

坂

階

洋

あそぶ・ゆう

むかし

さむい・かん

こおり・ひょう

しま・とう

は・し

はなす・ほう

にわ・てい

おわる・しゅう

きみ・くん

もの・しゃ

おも・しゅ

いのち・めい

たい・つい

ひらく・かい

ひら・へい

すみ・たん

など・とう

かかり・けい

ととのう・せい

さだめる・てい

はたけ

ぎん

そる・はん

かつ・しょう

まけ・ふみ・じつ

ふかい・しん

おもい・じゅう

きし・がん

くすり・やく

さけ・しゅ

しゅう

くばる・はい

れい

ひつじ・よう

よこ・おう

かなしい・ひ

はやい・そく

たすける・じょすすむ・しん

かわる・だい

じ・ろ

えき

みなと・こう

はこぶ・うん

はじめ・し

とう・もん

しょう

なごむ・わ

うつ・だ

きゃく

しな・ひん

つく・ちゃく

むく・こう

きめる・けつ

みやこ・と

もうす・しん

や・おく

おくる・そうふく

あつい・しょ

しあわせ・さち

くるしい・く

さか・はん

かい

よう


